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体系化 構造化 機能化 

科学は、テーマ（対象）が明確であり、

成果（目的）が定められている。科学に
は原理、原則（普遍的事象と論理）があ
る。科学で解き明かされた方向、方法
は一定の成果をあげられる。対象科学
をマスターした誰でもが、科学に基づく
成果を得られる。 

知識は、世界中に無数に存在し、常に
新たに生れている。 
現象、事象、見聞などによって認識され
た成果が知識である。考え方、見方、感
覚なども認識されて別の形（例えば言
葉）に置き換えられて知識になる。知識
は一つの論理を持つ。 
単に「知っている」は知識にはならない。 

学習知識 

経験知識 

資源知識 

資産知識 

社会に存在する無数の知識 

方法知識に転換 

論理の組立 

適応化論理 

推理要素の抽出 

仮目的の設定 

目的 
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関係する多数の知識 

知識には２つ知識がある。仕事上で最優先さる専門知
識と言われる知識が第一にある。 
第一の知識を上手に、十分に生かす第二の知識である。
時と場、一人と多数、組織において生かす知識である。 第一の知識 第二の知識 

任務の達成 基本となる第二の知識 
自らが組み立てる第二の知識 

教育者は学習を通して、学習者の中に、知識の体
系化、構造化、機能化を図らねばならない。 

教育者は３つの知識を伝える 
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